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髙橋克行、山川泰利、藤木弘恵、杉祐紀、石井誠、水澤勉

大田祥子、秋山真紀、水野稔、近藤友恵（１６人）

欠席者(委員)氏名
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市民生活部長 関根則男、市民生活部副部長 武田昌行

国保年金課長 高橋亮介、国保年金課副参事 金子康信

国保年金課主査 金子正史、国保年金課主査 千葉郷司

国保年金課主任 野本祥太（７名）

傍 聴 の 可 否

（傍聴者数）
可 （０人）

会

議

の

内

容

（議題）

１ 令和５年度国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の概要について

２ 令和６年度課税限度額及び軽減判定基準の改正に係る専決処分について

３ 被保険者証廃止に伴う鴻巣市国民健康保険条例の改正等について

（決定事項など）

別紙のとおり

配
布
資
料

【議題⑴資料１】令和５年度国民健康保険事業特別会計 歳入歳出決算の概要

【議題⑴資料２－１及び２－２】歳入決算の概要と歳出決算の概要

【議題⑴資料３】歳入歳出決算の概要、資料集

【議題⑵資料】令和６年度課税限度額及び軽減判定基準の改正に係る専決処分について

【議題⑶資料】被保険者証廃止に伴う鴻巣市国民健康保険条例の改正等について

マイナンバーカード保険証利用リーフレット

席次表



別紙

会

議

の

内

容

（決定事項など）

１ 令和５年度国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の概要について

事務局より、令和５年度国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の概要につ

いて、資料を用いて説明した。

《委員意見》

コロナの影響で健診受検者数が減ったが、コロナ後は増えてきているのが見

られるので、このまま特定健診・人間ドック含めて市で患者・被保険者にＰＲ

してほしい。

《事務局回答》

健診に行ってくださいと言いつつも、最近ではコロナの第11波という話もあ

るが、患者が増えていて、医療機関で混雑してしまい、健診の利用者を受け入

れることが厳しいという声も聞くので、その辺の配慮もしながら、受診勧奨を

バランスよくやっていきたい。引き続き助言をいただきたい。

《委員質疑》

資料２－２、５款－１項－保健事業費－１８節負担金、補助及び交付金の②

④人間ドック検診奨励助成金と脳ドック検診奨励助成金について、この奨励金

は誰に支払われるのか。

《事務局回答》

国民健康保険に加入の方が人間ドック・脳ドックを受けた場合に、費用の一

部を助成するもの。受検者が市役所で申請し、助成金を差し引いた金額を医療

機関の窓口で支払い、市から助成額を医療機関に支払う。市外の医療機関で受

ける場合は、一旦全額自己負担をしていただき、後日市役所に申請することに

より助成金（上限あり）が受けられる。

《委員質疑》

賠償金というのは何か

《事務局回答》

人間ドックの助成の申請に来た方の人間ドックの結果表を、添付書類として

コピーを取らせてもらう際に失敗し、コピー機にその紙を詰まらせ、破損させ

てしまった。ついては、受検した医療機関と調整し、その結果表を再交付して

もらった。市の方に非があるので、この再交付の経費を賠償金という形で支払

ったもの。

《委員質疑》

高血圧の基準値は変わったのか。

《事務局回答》

特定健診において保健指導の基準自体は130から139の方が対象となって、

140以上については、医療にかかるというような基準になっていたかと。

《委員（保険医）助言》

主治医に聞くのがよい。1人1人適正な血圧は違うので、その人に合った血圧

が、年齢によっても、コレステロール等によっても違うので、それを診断して

もらって自分の基準はどれぐらいだと聞くのが正しいと思う。



会社の健診等だと160とか、少し上の人を受診勧奨しましょう等あるかもしれ

ないが、基本的には140以上だったら高血圧なので、基本的には変わってな

い。

２ 令和６年度課税限度額及び軽減判定基準の改正に係る専決処分について

事務局より、地方税法施行令の改正に伴い、国民健康保険税の課税限度額の

引き上げ・軽減判定基準所得額を変更（軽減世帯の範囲の拡大）する関連法規

の改正について、専決処分を行った旨説明した。

質疑特になし

３ 被保険者証廃止に伴う鴻巣市国民健康保険条例の改正等について

１２月２日以降、現行の被保険者証が廃止されることに伴い、鴻巣市国民健

康保険条例も改正が必要となるため、９月議会において条例改正案を上程する

予定である旨説明した。

《委員質疑》

高齢の母がマイナンバーカードを持っていないが、現在どれくらい取得者が

いるか

《事務局回答》

交付率（転出・死亡含む）は約７６％、鴻巣市にお住まいの方の保有率は約

７２％。高齢者で保有していない方等には、お宅に申請サポートという形でお

邪魔をして申請を受け付けることもできるので、相談してほしい。

また、後期高齢者医療制度の被保険者でマイナンバーカードを保険証として

の利用登録（マイナ保険証）をしてる人は約５５％、国民健康保険の方は、約

５８％。

１２月２日以降は被保険者証がなくなるので、それに代わる資格確認書とい

うものを送る予定。ただしマイナ保険証の登録済の方には、資格情報のお知ら

せという別のものを送る。後期高齢者は窓口負担が１割なのか２割なのか３割

なのかという条件が変わってくるので、その方の条件をお知らせするために、

資格情報のお知らせを送ることになる。このお知らせだけでは受診できない。

《委員質疑》

資格確認書は国が定めた書式があるのか

《事務局回答》

国が示す書式があり、今の被保険者証と同様のものになる予定。資格情報の

お知らせはＡ４版の紙の予定。


